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上津江公民館だより２月号 

 

第１２６号（平成２７年度第１０号） 

上津江町の人口

(H27.12.31 現在) 

人口 857人 

男  409人 

女  448人 

世帯数  382 

 

         

 

 申込者名（         ） 地区名（      ） 

 

【どなたでも参加できます！裏面の要項をご覧ください】 

地
域
づ
く
り
の
い
い
夢
を
！ 

 

二
〇
一
六
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
心
身
と
も
に

清
々
し
い
新
し
い
初
春
を
歩
み
出
さ
れ
て
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
来
の
目
ま
ぐ
る
し
い
国
内
外
の
諸
情
勢
の
変
化
や
出
来
事
に
、
こ
の  

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
に
、
ど
ん
な
期
待
や
夢
を
願
望
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

身
近
に
私
た
ち
が
住
む
日
常
生
活
を
営
む
上
津
江
町
に
お
き
ま
し
て
も
、  

少
な
い
若
者
や
増
え
る
高
齢
者
、
減
少
す
る
隣
近
所
、
消
滅
寸
前
の
小
集
落

等
々
、
地
域
崩
壊
や
町
の
消
滅
さ
え
も
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
と
な
り
、
こ
の   

要
因
は
何
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
、「
地
域
づ
く
り
」
や
「
地
方
創
生
」
が
改
め
て
大
き
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
や
県
を
始
め
と
す
る
行
政
は
も
と
よ
り
一
般
社
会
で
も
、
住
民
の
「
や
る
気
」

や
「
奮
起
」
を
喚
起
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
し
て
い
く
ば
く
か
の
力
や
パ
ワ
ー
（
財
政
や
人
材
等
）

を
失
っ
た
住
民
が
ど
う
立
ち
上
が
り
、
ど
う
自
立
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。 

こ
れ
ら
の
悩
み
や
不
安
に
少
し
で
も
応
え
、
豊
か
な
安
心
し
て
生
活
の    

で
き
る
地
域
（
上
津
江
）
づ
く
り
の
役
割
を
担
う
の
が
公
民
館
で
あ
り
、
そ
の

活
動
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

公
民
館
も
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
と
予
算
で
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

住
民
も
そ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
、
参
加
し
、
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
ゆ
く
、    

そ
ん
な
初
春
の
い
い
夢
を
ぜ
ひ
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。 

日
田
市
上
津
江
公
民
館
運
営
委
員
会 

会
長 

壁
村 

正
二 

 

公
民
館
だ
よ
り
に
代
え
て
各
世
帯
に
お
配
り
し
た
「
津
江
弁
世
界
の
格
言 

カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
今
号
で
は
地
域
の
皆
様
に 

向
け
て
公
民
館
運
営
委
員
会
の
壁
村
会
長
か
ら
初
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 本年度のフェスティバルは３月１３日（日）に開催の予定です。詳細は次

号や町内放送、プログラムにてご案内いたしますが、公民館利用者と地域の

皆さんの発表の場になるよう、ぜひご協力お願いします。（当日用プログラ

ムについては完成次第、町内放送にてご案内いたします）併せて当日の出演

者を募集いたします。カラオケ・舞踊・演奏やその他ステージ上で披露でき

るなら何でもＯＫ！館長・主事も出演しますので、心配はいりませんよ～♪ 

  (１) 

 
日 時：平成２

５年３月２１日（木）、 

午

後７時から８時３０分

まで 

会 場：上津江

振興局 ２階会議室 

   対 象：地区住

民ならどなたでも参加

できます 

   主 催：上津江

地区振興協議会 

  共 催：上津江

振興局、上津江公民館 



わかちあい 認めることで 消える壁  平成２７年度 差別をなくす人権標語 

 

 

 

～公民館フェスティバルへのお申込みについて～ 
◎発表者欄は個人またはグループ名を記入。 

◎曲目欄は舞踊・カラオケ・演劇・手品等と曲目・演題を記入。 

◎所要時間欄（舞台出入りを除く）はプログラムを作成するために 

必要ですので、必ず記入願います。 

◎伴奏媒体欄はＣＤ・ＤＶＤ等を記入。（カセットテープは使用不可） 

◎伴奏者がいる場合は伴奏楽器と演奏者名を記入。 

◎その他、出演希望時間など要望がありましたらご連絡ください。 

◎提出期限は   平成２８年 2 月２６日（金曜日） 

◎上津江公民館まで提出、またはＦＡＸ（電話での連絡もＯＫ） 

上津江公民館 ☎５５－２０４３ ＦＡＸ５５－２７２８ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 第１２６号（平成２７年度第１０号） 上津江公民館だより２月号 

 

 

雉谷には昔から呼び伝えられている「七塚」があり、 

現在も山の管理など小字で登録され利用されています。 

[茜塚]アカンガ塚、 

オートポリス北東の有明海が見える標高の高い所。 

[柴塚]シバ塚、西雉谷の（故）信岡敬典氏宅敷地周辺。 

[天神塚]テンジン塚、雉谷天満宮社の敷地周辺。 

[天狗塚]テング塚、信岡健太郎氏宅の上方の山。 

[雄塚]オ塚、現在は「大塚」となり、東雉谷の南側の山。 

[中塚]ナカ塚、東雉谷の北側にある山。 

[ゴキ塚]通称「※ゴキ小屋」、 ※ゴキ＝御器 

木地師が住んだとされる尾の岳とオートポリスの中間。 

今号ではこの「七塚」の中で[天神塚]に祭祀されている雉谷天満宮社を紹介します。起源は享保  

元年（１７１６年）、菅原道真公の神霊を祀ったのが始まりとされていますので、ちょうど３００年前

の事になります。その昔、天神塚と呼ばれる山に鼓（つづみ）を細々と打ち鳴らすような音や、物怪

（もののけ）の声等、夜ともなればその音は数百米の近くまで迫りくるようになっていた。近所の人々

がその音の鳴る方に行けば、その音は消え又遥かに遠くで聞こえ、その音に近づけば又他の方向より

聞こえる具合で、村の者はまさしく〝天狗〟の仕業と恐れ夜間の外出もできない事態であった。この

為、「甚三郎」「半左エ門」の両名は仏師に依頼した神像を太宰府天満宮に奉持し〝神霊入御〟の祈願

をしてもらい天神塚に小祠を設け奉祀したとあります。その後は異様な鳴き声は消え、村人も神の  

御力と喜び信仰の念を深め氏子になる者が続出したそうです。その後、地区民の拠り所となった天満

宮社には多額の寄付が寄せられ、御願成就のお礼や戦争からの凱旋記念に、または地区民による社田

の売り上げ等で宮社の改築をしたりと、石段や石灯篭が整備され立派な天満宮となりました。 (古閑) 

立
派
な
狛
犬
も
↓ 

雪
の
天
満
宮 


